
2 0 2 1 年 1 0 月 2 2 日 ６　従業員

☑ 常 6 4 0 0

☑ 常 6 4 2 6 ■ 市

１　協議事項 ☑ 常 □ 非 2 9 2 4

☑ 常 □ 非 3 2 2 4 開発指導課

□ 常 ☑ 非 3 9 0 ■

□ 常 □ 非

□ 常 □ 非

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 □ 常 □ 非 □

☑ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 □ 常 □ 非 □

□ ☑ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 □ 常 □ 非 □

□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 □ 常 □ 非 □

☑ 多機能型サービス □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 □ 常 □ 非

☑ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 月給計 7 4

□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 日 〆 1 5 日 6 月 1 2 月

□ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ７　借入金の状況

□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 1 5 0 0 2 8 0

□ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ □ 施設整備を伴う 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ 施設整備を伴わない 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ８　必要な資金と調達方法

２　事業実施に係る動機 4 2 0

5 0 0 5 0 0

3 0 1 5 0 0

1 5 0

4 6 0

8 1 8

３　提供サービス 2 0 0 0 2 0 0 0

① 3 0 ％

② 7 0 ％ □ ☑ ☑ ☑ ☑ ☑ □ ９　事業の見通し

③ ％ 月 火 水 木 金 土 日

3 5 6 1 0

5 5 2 0 0

5 5 2 0 0

7 4 7 4 7 4 1 2 9

6 6 6 6

1 1 1 1
４　施設の概要【平面図は裏面のとおり】 3 1 3 1 3 1 4 2

3 3 3 2 3

□ 1 1 6 1 1 6 1 1 6 2 0 1

□

0 0 0 0

2 階 階 年 0 0 0 0

㎡ ㎡ 0 0 0 0

0 0 0 0

1 階 ㎡ 0 0 0 0

1 3 人 3 人 1 0 人 0 0 0 0

1 階 ㎡

1 3 人 3 人 1 0 人

※１　月平均利用額（１人当たり）の積算根拠

階 ㎡

人 人 人

□ □ □ □ ■

※２　給付費は，サービス提供月の翌々月に振り込まれるので留意すること（例：４月サービス提供→５月請求→６月振込）

※３　主な受注作業取引先（生産活動を行う場合に記入）

５　主要取引先

※３　主な事業所内生産品（生産活動を行う場合に記入）

円 × H × 日 × 人 ＝

円 × H × 日 × 人 ＝

※４　諸経費：消耗品，光熱水費，車両管理費，研修費，宣伝広告費，租税公課，社会保険料，レンタル料等

事　業　計　画　書
作成年月日 様式第２号－１

法人名 K-forme株式会社 職種 雇用形態 名前 年齢 平均月給

担当者名 連絡先 サービス管理責任者 A

2 日

■当初 □最終
代表者職名前 代表取締役　影山 淳 管理者 A 万円

意見
受理 1 0 月 2

・その他の従業者は指
導員という表現にするこ
と。
・その他従業者の月給
は0円となっていること
について，雇用契約は
締結しないか。取締役
等で雇用契約を締結し
ない場合は，月給に役
員報酬を記載すること。万円

万円
関
係
者
へ
の
意
見
聴
取

建築指導課
保育士 B 万円 消防局予防課

児童指導員 C 万円

万円

万円

万円

万円

その他の従業者 D 万円 福山市障がい福祉
サービス等の指定に
係る懇話会

万円

事業種別
児童発達支援･放課後等デイ
サービス

事業所名
児童発達支援･放課後等デイ
サービス　ちあふる

開設（変更）
予定日

2022年3月1日

事業の追加 共生型サービス以外 新築予定

協
議
の
種
類

計画の概要
本計画書に記載が必要な項目

賃借・自己所有

共生型サービス

定員の変更 就労継続支援A型

共同生活住居の追加

上記以外 金融機関 理由

新規事業所の開設

7 日
賃借・自己所有 万円

現在地 人件費 末 支払 ボーナス

新築予定 万円
回答 1 月

借入残高 年間返済額 意見

大幅な事業内容の変更 銀行 内装工事費、運転資金確保の為 万円 万円 ・金融機関から融資の
内諾は得られている
か。

事業所の移転 新築予定 万円 万円
賃借・自己所有 万円 万円

・設備資金「その他」の
460万円は何か。

万円

その他 万円

運転資金

建物の構造・設備の変更

必要な資金 金額 調達方法 金額 意見

万円

万円

万円

万円

合計 万円 合計

種別

児童発達支援 割合 提供日

放課後等デイサービス  

私自身、娘の子育てをする中で、当時の幼稚園や小学校では保護者として、積極的に行事に参加していました。様々な親御さんとコミュニケー
ションを取るうちに、子供たちそれぞれ成長の偏りや得意･不得意があり、特性によってはうまくコミュニケーションが取れずに、子供だけではな
く親も孤立してしまう、ということがありました。そうしたことに悩んでいる時に、早くに療育を受けた児童の母親から話を聞くことができ、早期療
育の重要性や親の拠り所や情報交換の場の必要性を感じ、親も子供も孤立させない環境を作り出したいと思い、障がい児通所支援の開設を
決意しました。

建物 万円 自己資金

設備 万円 借入金

車両

設
備
資
金

物件取得 万円 補助金

割合

割合 １月目 ２月目

万円

３月目 １年後 意見

理念 誰もが自分らしく輝ける場所になれるよう一人一人の心に寄り添う支援

利用者見込 Ａ 人 人 人 人

1 8
月平均利用額　※１

1 8 万円 1

万円

その他 万円 万円 万円 万円

（１人当たり）

目標
不得意を得意にすることではなく、自身の得意･不得意を知り、得意を伸ばす。
過ごしやすい環境を自分で選べるように、ゆくゆくは作り出せるように、しっかりとした定期的な発達検査を行う。

収
入

給付費　※２ 万円

収入計 ① 万円

万円 2 6 万円8 万円

同種のサービス 実施なし

支
出

人件費 万円 万円 万円

万円 万円

賃借料 万円 万円 万円

土
地

所在地 広島県福山市明神町2丁目6番38号 用途区域

建
物

6

万円 万円 万円

万円

万円

旅費・交通費 万円 万円 万円 万円

万円 万円 万円

万円

通信費 万円 万円 万円 万円
諸経費　※４ 万円 万円 万円 万円

万円

所有者 抵当権 あり ・本件は，都市計画法第4条
第12項に規定する開発行為
に該当しないため，同法上の
許可は不要です。

・計画は，建築基準法上「児
童福祉施設等」に該当します
が，用途の変更に係る床面
積が200㎡以下であるため，
同法上の手続きは不要です。
なお手続きが不要な場合で
あっても，建築士等に相談し
建築基準法に適合する計画
とすること。

・消火器及び誘導灯を設置す
ること。
・カーテン及びじゅうたん等を
使用する場合は，防炎物品を
使用すること。
・消防用設備等免除申請書
（自動火災報知設備），消防
用設備等設置届出書及び防
火対象物使用開始届出書を
提出すること（消防用設備等
免除申請書は１１月１日届出
済）。

・児童発達支援・放課後等デ
イサービスで使用する部分
（114㎡）以外の部分を使用す
るか。

支出計② 万円 万円

準工業地域 意見 支払元金利息 万円 万円 万円

万円 万円

名称 タッパーウェアびんごホームパーティズ 収支
- 1 1 - 1 万円

所有者 抵当権 あり ①-②
- 6 1 万円万円 - 1 1 6 万円

万円

階層 スレート葺 地上 地下 建築年 1978

用途 事務所・作業場・倉庫 構造 鉄骨造

生
産
活
動

収入　Ｂ

売上高　※３ 万円 万円 万円 万円

建築面積 1階181.49㎡　2階170.68㎡ 延面積 352.17 万円 万円 万円

事
業
の
概
要

①

種別 児童発達支援 支出　Ｃ 万円 万円 万円 万円

手続 新規 使用する階 専有面積 114 利用者賃金 万円 万円 万円 万円

収容人員 内訳 職員 利用者 必要経費 万円 万円 万円 万円

②

種別 放課後等デイサービス  最賃確保状況（Ａ型）
0 0 円

手続 新規 使用する階 専有面積 114 （（（Ｂ－Ｃ）／25）／8）／Ａ
0 円円 0 円

収容人員 内訳 職員 利用者

③

種別

手続 使用する階 専有面積 基本報酬（サービス費）＋全ての加算について記載すること

収容人員 内訳 職員 利用者 児童発達支援利用者　1名/日　885単位×16日=141,600円
放デイ利用者　　平日　2名/日　604単位×16日=193,280円　+ 休日　3名/日　721単位×7日=151,410円　　⇒小計344,690円
送迎加算　108単位（７割稼働）=40,068円　児発　処遇改善5.90%=8,354　児発　処遇改善6.10%=21,026　　　　　　　　⇒計555,738円⇒555,738÷
3=185,246円

その他

内装工事

上段：受注先
１月当たりの受注額 契約書の有無 回収・支払いの条件

下段：所在地

内
容

申請種別 新築 増築 用途変更 移転

□ なし
上段：取引先

割合 掛取引 回収・支払の条件 意見

万円

下段：所在地

％

□ あり

１月当たりの生産額

万円

％

日回収
生産品 １時間単価 計算式

日回収

％ 日 〆

日 〆 日回収

万円

％ ％

％ 日 〆



１０　付近図 １２　事業計画

人 5 事業所
4 8 人

① 放課後等デイサービスにじいろ
② 放課後等デイサービス・クオレ 凡例
③ 放課後等デイサービス にじいろsmile 〇 …
④ チャイルドアカデミーMIRAIMA 　 × …
⑤ ライフ　王子 △ …

□ …

１３　利用者処遇

１１　平面図

,
１４　防災計画

１５　一日の流れ
平日

0 9 時 0 0 分 ～ 0 9 時 3 0 分
0 9 時 3 0 分 ～ 1 0 時 0 0 分
1 0 時 0 0 分 ～ 1 3 時 0 0 分
1 3 時 0 0 分 ～ 1 3 時 3 0 分
1 4 時 0 0 分 ～ 1 4 時 3 0 分
1 4 時 3 0 分 ～ 1 7 時 3 0 分
1 7 時 3 0 分 ～ 1 8 時 0 0 分

土曜
0 9 時 0 0 分 ～ 0 9 時 3 0 分
0 9 時 3 0 分 ～ 1 0 時 0 0 分
1 0 時 0 0 分 ～ 1 2 時 0 0 分
1 2 時 0 0 分 ～ 1 6 時 0 0 分
1 6 時 0 0 分 ～ 1 6 時 3 0 分

意見

児童福祉法に規定される障がい児通所支援の児童
発達支援及び放課後等デイサービスを、下記業務を通じて適切に実施する。
(1) サービスの提供
(2) 個別支援計画の作成
(3) 利用者負担額等の請求・受領事務
(4) 障がい児通所給付費請求・受領業務
(5) 利用者からの相談・苦情処理に関する業務
(6) 事業統計の作成　等

定員：10名
営業日：児発 火曜～金曜（祝日･長期休暇休み）　放デイ火曜～土曜（祝日休み）
対象年齢：児発 6歳までの未就学児　放デイ6歳から18歳まで
サービス提供時間：児童発達支援：平日10:00～13:00
　　　　　　　　　　　　 放課後等デイサービス:平日14:30～17:30　学校休日10：00～16：00
協力医療機関：いけだ小児科様（院長：池田紀和子様）  住所：広島県福山市南蔵王町3丁目7-42  TEL：084-973-1500

意見
小学校区 深津 人口 7,630 事業所数

利用定員

事業所
同種の事業所

一次避難先
二次避難先

意見
・児童発達支援と放課後
等デイサービスの利用者
処遇について，分けて記
載すること。
・脳機能発達支援ツール
「脳バランサーキッズ」の
使用にあたっては，専門性
があり，内容を熟知した職
員を配置すること。事業所
としての目的を示し，保護
者への説明内容を示すこ
と。また，㈱健生のサポー
ト内容， 研修内容の具体
を示すこと。意見

※平面図のデータを貼付

１　事業所の立地条件
　・土砂災害（0m～1.0m未満の浸水）
　・津波（2m～3m未満の浸水）
　が想定されている。

２　災害時における組織体制
（１）　命令、指揮系統
・管理責任者: ●●　●●（不在時の代行者：●●　●●）
・情報収集、連絡担当班長：●●　●●（不在時の代行者：●●　●●●）
・救護、安全対策班長：●●　●●● （不在時の代行者：●●　●●）避難計画

３　避難場所
　災害の種類：土砂･洪水･津波・地震
　　避難場所：深津小学校（福山市東深津町二丁目5-1）
　　所要時間：徒歩17分
　　距離（道のり）：1.3Kｍ

防災マニュアルを作成し、年に一度防災訓練を行う。

意見

意見
共有、ミーティングなど

個別療育（放デイ）
集団療育・創作活動など（放デイ）
児童自宅へ送迎

児童自宅へ送迎
個別療育（児童発達支援）

付近図掲載せず

共有、ミーティングなど
児童自宅へ送迎

児童自宅へ送迎
児童学校へ送迎
個別療育・集団療育・創作活動など（放デイ）
児童自宅へ送迎



2 0 2 2 年 1 月 1 7 日 ６　従業員

☑ 常 6 4 0 0
☑ 常 6 4 2 6

１　協議事項 ☑ 常 □ 非 2 9 2 4
☑ 常 □ 非 3 2 2 4
□ 常 ☑ 非 3 9 6
□ 常 □ 非
□ 常 □ 非

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 □ 常 □ 非
☑ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 □ 常 □ 非
□ ☑ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 □ 常 □ 非

□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 □ 常 □ 非
☑ 多機能型サービス □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 □ 常 □ 非

☑ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 月給計 8 0
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 日 〆 1 5 日 6 月 1 2 月

□ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ７　借入金の状況
□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 1 5 0 0 2 8 0
□ □ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
□ □ 施設整備を伴う 〇 〇 〇 〇 〇 〇

□ 施設整備を伴わない 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ８　必要な資金と調達方法

２　事業実施に係る動機 4 2 0
5 0 0 5 0 0

3 0 1 5 0 0
1 5 0
4 6 0
8 1 8

３　提供サービス 2 0 0 0 2 0 0 0
① 3 0 ％
② 7 0 ％ □ ☑ ☑ ☑ ☑ ☑ □ ９　事業の見通し
③ ％ 月 火 水 木 金 土 日

3 5 6 1 0

5 5 2 0 0

5 5 2 0 0
8 0 8 0 8 0 1 3 5

6 6 6 6
1 1 1 1

４　施設の概要【平面図は裏面のとおり】 3 1 3 1 3 1 4 2
3 3 3 2 3

□ 1 2 2 1 2 2 1 2 2 2 0 7

□

0 0 0 0

2 階 階 年 0 0 0 0

㎡ ㎡ 0 0 0 0

0 0 0 0

1 階 ㎡ 0 0 0 0

1 3 人 3 人 1 0 人 0 0 0 0

1 階 ㎡

1 3 人 3 人 1 0 人 ]

※１　月平均利用額（１人当たり）の積算根拠

階 ㎡

人 人 人

□ □ □ □ ■

※２　給付費は，サービス提供月の翌々月に振り込まれるので留意すること（例：４月サービス提供→５月請求→６月振込）

※３　主な受注作業取引先（生産活動を行う場合に記入）

５　主要取引先

※３　主な事業所内生産品（生産活動を行う場合に記入）

円 × H × 日 × 人 ＝
円 × H × 日 × 人 ＝

※４　諸経費：消耗品，光熱水費，車両管理費，研修費，宣伝広告費，租税公課，社会保険料，レンタル料等

年間返済額 意見
万円 万円 ・金融機関から融資の内

諾は得られています。万円万円
万円万円

銀行 内装工事費、運転資金確保の為

万円 万円

支
出

利用者賃金 万円 万円 万円 万円

万円 万円

売上高　※３ 万円 万円 万円 万円

支出　Ｃ 万円 万円 万円 万円

1 2

万円
意見事　業　計　画　書

作成年月日

担当者名 連絡先
・その他の従業者は指
導員という表現に修正し
ました。

・役員報酬を記載しまし
た。

万円

事業の追加

万円
万円
万円

指導員
児童指導員

D

共生型サービス
共生型サービス以外

□当初 ■最終
代表者職名前 代表取締役　影山 淳 管理者 A

金融機関

様式第２号－２
法人名 K-forme株式会社 職種 雇用形態 名前 年齢 月給

2022年1月19日
（受付印省略）

万円
万円

本計画書に記載が必要な項目

万円
保育士 B 万円

サービス管理責任者 A

C

理由 借入残高

万円

車両

金額必要な資金 金額 調達方法

万円
万円

人件費 末 支払 ボーナス

万円

協
議
の
種
類

就労継続支援A型
共同生活住居の追加
上記以外

事業所の移転 新築予定
賃借・自己所有

建物の構造・設備の変更

計画の概要

大幅な事業内容の変更

定員の変更

賃借・自己所有

現在地

新築予定
賃借・自己所有

新築予定

事業種別
児童発達支援･放課後等デイ
サービス

事業所名
児童発達支援･放課後等デイ
サービス　ちあふる

開設（変更）
予定日

2022年3月1日

万円

新規事業所の開設

理念 誰もが自分らしく輝ける場所になれるよう一人一人の心に寄り添う支援

１月目
放課後等デイサービス  割合

合計

２月目 ３月目
種別

児童発達支援 割合 提供日

割合

私自身、娘の子育てをする中で、当時の幼稚園や小学校では保護者として、積極的に行事に参加していました。様々な親御さんとコミュニケーショ
ンを取るうちに、子供たちそれぞれ成長の偏りや得意･不得意があり、特性によってはうまくコミュニケーションが取れずに、子供だけではなく親も孤
立してしまう、ということがありました。そうしたことに悩んでいる時に、早くに療育を受けた児童の母親から話を聞くことができ、早期療育の重要性
や親の拠り所や情報交換の場の必要性を感じ、親も子供も孤立させない環境を作り出したいと思い、障がい児通所支援の開設を決意しました。

主な修正点

設
備
資
金

物件取得 万円 補助金 万円 ・設備資金「その他」の
460万円は，開業支援
料、求人広告費、法人設
立費、広告宣伝費です。

建物 万円 自己資金 万円
設備 万円 借入金 万円

万円

万円
その他 万円

運転資金 万円
合計

１年後 主な修正点
利用者見込 Ａ 人 人 人 人

6 万円
（１人当たり）

万円 1 8 万円8 万円 1 8
月平均利用額　※１

収入計 ① 万円 万円 万円 万円

収
入

万円 万円万円

万円
万円 万円 万円 万円その他

同種のサービス 実施なし

万円 万円 万円

内訳 職員 利用者

万円
万円 万円

万円

収容人員 内訳 職員 利用者

6

万円

スレート葺 地上 地下

目標
不得意を得意にすることではなく、自身の得意･不得意を知り、得意を伸ばす。
過ごしやすい環境を自分で選べるように、ゆくゆくは作り出せるように、しっかりとした定期的な発達検査を行う。

給付費　※２

主な修正点

人件費

階層

手続 新規 使用する階 専有面積 114

支出計②

名称 タッパーウェアびんごホームパーティズ

1階181.49㎡　2階170.68㎡ 延面積 352.17

支払元金利息

生
産
活
動

建築年

・本件は，都市計画法第4条第12
項に規定する開発行為に該当し
ないため，同法上の許可は不要
であることを承知しました。

・計画は，建築基準法上「児童福
祉施設等」に該当しますが，用途
の変更に係る床面積が200㎡以
下であるため，同法上の手続き
は不要であることを承知しまし
た。なお，手続きが不要な場合で
あっても，建築士等に相談し建築
基準法に適合する計画とします。

・消火器及び誘導灯を設置しま
す。
・カーテン及びじゅうたん等を使
用する場合は，防炎物品を使用
します。
・消防用設備等設置届出書及び
防火対象物使用開始届出書を
提出します。

・児童発達支援・放課後等デイ
サービスで使用する部分（114
㎡）以外の部分は使用しません。

準工業地域

用途変更

万円 万円

建築面積

万円

通信費 万円 万円

万円旅費・交通費

諸経費　※４ 万円 万円 万円 万円

賃借料 万円 万円 万円 万円

万円

所有者 抵当権 あり

万円 万円 万円所在地 広島県福山市明神町2丁目6番38号 用途区域

用途

2 2

万円

万円

2 万円 - 1

万円 万円

所有者 抵当権 あり

万円万円

万円

万円

- 7 万円7 万円

事務所・作業場・倉庫 構造 鉄骨造

万円

万円 -

万円
施
設
の
概
要

土
地

建
物

収支
- 1 2

1978

手続 新規 使用する階 専有面積 114

①-②

収入　Ｂ

必要経費
事
業
の
概
要

①

種別 児童発達支援

②

種別 放課後等デイサービス  

③

円

手続 使用する階 専有面積

（（（Ｂ－Ｃ）／25）／8）／Ａ
0 円 00 円

収容人員

円

下段：所在地
割合 掛取引

基本報酬（サービス費）＋全ての加算について記載すること

移転 その他

□

内
容

申請種別 新築 増築

最賃確保状況（Ａ型）

内訳 職員

種別

収容人員 利用者

％％ 日回収

万円

日％

0

受付印

計算式 １月当たりの生産額

あり
回収・支払の条件 主な修正点

下段：所在地

児童発達支援利用者　1名/日　885単位×16日=141,600円
放デイ利用者　　平日　2名/日　604単位×16日=193,280円　+ 休日　3名/日　721単位×7日=151,410円　　⇒小計344,690円
送迎加算　108単位（７割稼働）=40,068円　児発　処遇改善5.90%=8,354　児発　処遇改善6.10%=21,026　　　　　　　　⇒計555,738円⇒555,738÷

上段：受注先
１月当たりの受注額 契約書の有無 回収・支払いの条件

上段：取引先
□ なし

日回収

生産品
万円

％

〆

日回収

万円

％ 日

１時間単価

〆

％

日 〆



１０　付近図 １２　事業計画

人 5 事業所
4 8 人

① 放課後等デイサービスにじいろ
② 放課後等デイサービス・クオレ 凡例
③ 放課後等デイサービス にじいろsmile 〇 …
④ チャイルドアカデミーMIRAIMA 　 × …
⑤ ライフ　王子 △ …

□ …

１３　利用者処遇

11　平面図

１４　防災計画

１５　一日の流れ
平日

0 9 時 0 0 分 ～ 0 9 時 3 0 分
0 9 時 3 0 分 ～ 1 0 時 0 0 分
1 0 時 0 0 分 ～ 1 3 時 0 0 分
1 3 時 0 0 分 ～ 1 3 時 3 0 分
1 4 時 0 0 分 ～ 1 4 時 3 0 分
1 4 時 3 0 分 ～ 1 7 時 3 0 分
1 7 時 3 0 分 ～ 1 8 時 0 0 分

土曜
0 9 時 0 0 分 ～ 0 9 時 3 0 分
0 9 時 3 0 分 ～ 1 0 時 0 0 分
1 0 時 0 0 分 ～ 1 2 時 0 0 分
1 2 時 0 0 分 ～ 1 6 時 0 0 分
1 6 時 0 0 分 ～ 1 6 時 3 0 分

7,630
主な修正点

児童福祉法に規定される障がい児通所支援の児童
発達支援及び放課後等デイサービスを、下記業務を通じて適切に実施する。
(1) サービスの提供
(2) 個別支援計画の作成
(3) 利用者負担額等の請求・受領事務
(4) 障がい児通所給付費請求・受領業務
(5) 利用者からの相談・苦情処理に関する業務
(6) 事業統計の作成　等

定員：10名
営業日：児発 火曜～金曜（祝日･長期休暇休み）　放デイ火曜～土曜（祝日休み）
対象年齢：児発 6歳までの未就学児　放デイ6歳から18歳まで
サービス提供時間：児童発達支援：平日10:00～13:00
　　　　　　　　　　　　 放課後等デイサービス:平日14:30～17:30　学校休日10：00～16：00
協力医療機関：いけだ小児科様（院長：池田紀和子様）  住所：広島県福山市南蔵王町3丁目7-42  TEL：084-973-1500

主な修正点
小学校区 深津 人口 事業所数

利用定員

主な修正点
・児童発達支援と放課後等
デイサービスの利用者処遇
について，分けて記載しまし
た。

・脳機能発達支援ツール「脳
バランサーキッズ」の使用に
あたっては，専門性があり，
内容を熟知した職員を配置
します。

 ・事業所としての目的は，一
人ひとりの発達状況の把
握，支援の充実を図るため
等です。保護者への説明内
容，㈱健生のサポート内容，
研修内容について添付しま
す。（HP掲載省略）

主な修正点

※平面図のデータを貼付

共有、ミーティングなど

事業所

児童自宅へ送迎

同種の事業所

一次避難先
二次避難先

【児童発達】
・WISC-IVとの相関のある、デジタル認知テスト『脳バランサーキッズ』
ゲーム感覚で楽しめるトレーニングとアセスメント。適切な個別支援計画の作成の補助ができます。
弱点を探すためではなく、得意な分野を１つでも多く見つけるためにも活用していきます。
・ソーシャルスキルトレーニング
ソーシャルスキル（社会技能）とは『人が社会で生きていく上で必要な技能』です。
負担になりにくい遊びや運動を通して、集団生活における表現の仕方などの社会性を自然に育みます。
※詳細については別添参考

【放課後等デイサービス】
・WISC-IVとの相関のある、デジタル認知テスト『脳バランサーキッズ』
ゲーム感覚で楽しめるトレーニングとアセスメント。適切な個別支援計画の作成の補助ができます。
弱点を探すためではなく、得意な分野を１つでも多く見つけるためにも活用していきます。
・ソーシャルスキルトレーニング
ソーシャルスキル（社会技能）とは『人が社会で生きていく上で必要な技能』です。
負担になりにくい遊びや運動を通して、集団生活における表現の仕方などの社会性を自然に育みます。
※詳細については別添参考
・保護者とは常に連絡をとり、家庭の様子、学校でのトラブルなどの共有を行います。
関係機関と連携し半年に一度以上のアセスメントを行う

１　事業所の立地条件
　・土砂災害（0m～1.0m未満の浸水）
　・津波（2m～3m未満の浸水）
　が想定されている。

２　災害時における組織体制
（１）　命令、指揮系統
・管理責任者: ●● ●●（不在時の代行者：●● ●●）
・情報収集、連絡担当班長：●● ●●（不在時の代行者：●● ●●●）
・救護、安全対策班長：●● ●●● （不在時の代行者：●● ●●）避難計画

３　避難場所
　災害の種類：土砂･洪水･津波・地震
　　避難場所：深津小学校（福山市東深津町二丁目5-1）
　　所要時間：徒歩17分
　　距離（道のり）：1.3Kｍ

防災マニュアルを作成し、年に一度防災訓練を行う。

付近図掲載せず

個別療育（放デイ）

主な修正点

主な修正点
共有、ミーティングなど
児童自宅へ送迎
個別療育（児童発達支援）
児童自宅へ送迎
児童学校へ送迎

集団療育・創作活動など（放デイ）
児童自宅へ送迎

個別療育・集団療育・創作活動など（放デイ）
児童自宅へ送迎


